
①課題抽出：地域力推進委員会アンケート【Ｒ３～】
要支援者名簿だけでは、安否確認が困難
安否確認、見守りのルール化を

自治会・町会の災害時、「命を守ること」を最重要視し、活動する。
地域の連携「地域防災力」により、命を守る。
単一の自治会・町会だけでなく、大森西地区自治会連合会としての「意識を共有」する。

（１）避難行動要支援者対策・マップ作成（令和３年度～）

・名簿情報を地図データ化へ
・「近助力」による避難行動要支援者対策

②課題抽出：町会として出来る事の選別【Ｒ４】
町会の負担軽減のために
要支援者にも参加の行動を起こしてほしい

・タオルを目印に安否確認が可能では？
・タオルを活用した見守り訓練へ 【今後】AED（赤）、避難所（囲い）

などの記載充実へ

①目的
要支援者が自らタオルを掲げる行動をとることで、町会の負担軽減、確実な安否確認

②流れ
・町会が要支援者名簿の登録者にタオルを配付。タオルを「訓練日に掲出」を依頼
・町会が訓練日に掲出状況を確認、出張所へ報告

③結果
【Ｒ５】要支援者名簿の45％（タオル配付512人中、232人）が掲出
【Ｒ６】要支援者名簿の42％（タオル配付641人中、271人）が掲出 ＊昨年より39人増

（２）避難行動要支援者対策・タオル見守り訓練（令和５年度～）
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門扉やドアに掲出されたタオルを
町会が確認

マークを地図データへ



①課題抽出
避難所運営や防災市民組織を担う町会役員の高齢化
避難行動要支援者の増加と対応人員の確保

②対策
・地域防災ボランティアの募集へ
避難所運営に保護者の力を活用へ
・全校集会や保護者会で募集
開桜小、大森第八中の保護者等 57名登録森

【今後】
地区内の他小学校での呼びかけ拡充へ
避難所運営では、保護者の力を活用へ

「顔を見える関係づくり」
「地域防災体制の強化」を図っていきます！

３者の連携
で運営

（５）災害時用携帯電話（令和２年度～）

いざという時に使用できるよう、
日頃から積極活用

①毎月の活用
・自治会・町会が出張所と、
通話、メールそ行い、報告
・結果は地区定例会で共有

②水防態勢時等の活用
出張所と町会長間の
通話、メールに活用

（３）地域防災の担い手づくり（地域防災ボランティアの募集）（令和５年度～）

（４）ＮＨＫと考える「命を守る呼びかけワーク」（令和６年度～）

ワーク概要
①身近な人の呼び掛けが避難行動を後押し！
「冬の平日18時に大田区で震度７」→どこの誰に、どのような言葉を掛けるか？
②町会６ブロック及び地区民協で実施。
③一部の会では、大森消防署長から御講評も頂く。
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